
（別紙６）

公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。
4

・対象児の特性を理解し、また集団での

（年長児として）活動をいかに楽しくみ

んなが理解しやすい方法（ルールカード

や鬼ごっこのアイテム）を提示していた

だけた。

・保育所での様子と草笛での様子を共有

でき、話の中から学べることが多かっ

た。

・対象児の状態や発達状況を共有し支

援内容を考えていきます。

・それぞれの環境（人的環境も含む）

で、取り組めそうなことを提案してい

けたらと思います。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
4

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
4

・保育現場のリアルな悩みや葛藤に寄り

添ってもらえありがたかった。

・分かりやすく回答してもらえた。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。
4

・課題を考え合い、軽減されるが、また

子供の成長と共に新たな課題や困りごと

が出てくる。その都度リアルタイムに相

談できた。

・本児が少し落ち着いた。

5 事業所からの支援に満足していますか。 3 1
・このような形での支援が初めてだっ

た。また、機会があればと思う。

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

・訪問後の支援内容の記録は分かりやすかった。

・訪問の時間帯については、職員体制の都合で難しい日があった。

・支援時間の配分（観察1時間・カンファレンス1時間）は実りあるものでよかったが、保育所側

の職員が不足している時もあり、対応不足で申し訳なかった。

・客観的に見て頂き、担任が気づくことのできなかった子どもの成長に気づくことができ、対象

児はもちろん、クラスの保育にも生かすことができ、よい機会になった。前向きなことばをいた

だき励みになった。

・訪問支援と聞き、はじめは少し構えた気持ちだったが、先生方の子どもを見る温かいまなざし

や保育者自身にも寄り添ってもらえる姿勢に不安や構えも吹き飛んだ。本音で困り感や悩みを相

談することもできて的確に助言があり、すぐに実践できた。共に学び合うことができてよかっ

た。

・記録については、引き続き分かりやすく、丁寧に記録をおこない、訪問先と保護者の方にお

渡しし、共有できるようにしていきます。

・支援時間については、今後も観察1時間、カンファレンス1時間で実施していけたらと考え

ています。訪問日程については、行事や活動の流れなど訪問先施設の予定も考慮しながら調整

できればと思っています。

・対象児の状態や発達の状況、特性等を捉え、集団生活がより楽しいもの、手ごたえを感じら

れるものにしていけるよう、訪問先施設の先生方と共に考えて子どもの育ちの充実につなげて

いきたいです。

事業所名
　　　　　2025年　2　月　27　日

草笛学園
4施設　　　　2025年　　　2月　　21日　　　回収数　４

・職員のスキルアップをおこない、適

切な対応ができるように努めていきま

す。

・訪問先の先生方と子どもの状態や課

題を共有し、また、先生方の困りごと

を聞き取りながら、共に考え、良い方

向に向いていくお手伝いができればと

思っています。

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表


